
今
年
（
一
九
七
○
）
の
一
月
一
杯
、
詳
し
く
は
去
る
一
月
五
日
か
ら
四

週
間
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
○
三
○
州
に
あ
る
オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
○
胃
邑
冒

ｏ
呂
品
①
と
、
同
じ
く
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
Ｑ
①
ぐ
①
両
目
市
内
に
あ
る
ケ

ー
ス
・
ゥ
エ
ス
タ
ー
ン
・
リ
ザ
ー
ヴ
大
学
ｏ
砂
、
の
弓
の
黒
の
昌
罰
の
ゅ
の
プ
『
①

ご
目
ご
①
風
噂
で
、
佛
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、

筆
者
は
こ
れ
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
四
週
間
の
中
、
第
三
週
目

の
み
は
後
者
に
参
加
し
、
そ
の
前
後
の
三
週
間
は
オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
で
過

し
、
そ
の
後
、
米
国
東
部
、
イ
ギ
リ
ス
、
北
欧
、
ソ
聯
、
イ
ン
ド
、
タ
イ

を
経
て
三
月
廿
一
日
に
帰
国
し
た
。
こ
の
た
び
の
旅
行
に
関
し
、
上
記
二

大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
と
し
て
、
現
代
世
界
の
佛
教
に
寄
せ
る
関
心
と

い
う
観
点
か
ら
、
雑
然
と
し
て
未
整
理
な
が
ら
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
所
感

を
記
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
う
。

周
知
の
様
に
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
は
大
体
に
お
い
て
二
学
期
制
を
採
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
毎
年
九
月
の
半
ば
頃
か
ら
十
二
月
の
ク
リ
ス

マ
ス
頃
迄
を
第
一
学
期
と
し
、
一
月
は
初
め
頃
か
中
頃
に
試
験
が
行
わ
れ
、

二
月
か
ら
五
月
の
下
旬
頃
迄
が
第
二
学
期
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
但
し
三

旅
行
記

ｌ
現
代
世
界
の
佛
教
に
寄
せ
る
関
心
Ｉ

坂
東
性

純

月
半
ば
頃
か
ら
末
頃
迄
は
春
休
み
で
、
夏
休
み
は
六
月
初
め
に
行
わ
れ
る

卒
業
式
の
後
、
新
学
期
の
始
ま
り
頃
迄
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
う
学

期
制
を
俗
に
「
四
・
一
・
四
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
が
、
最
中
の
一
、

つ
ま
り
大
抵
は
試
験
に
当
て
ら
れ
る
一
月
を
、
学
生
の
自
発
的
・
能
動
的

な
諸
活
動
に
ふ
り
向
け
る
試
み
が
最
近
、
学
生
運
動
の
盛
り
上
り
と
共
に

各
大
学
で
瘻
々
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
た
め
、
試
験
と
い
う
も
の

を
全
く
廃
止
し
て
し
ま
う
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
大
学
も
あ
る
。
こ
の
特
別

な
一
月
の
期
間
は
君
旨
房
早
蔚
儲
日
旨
篇
目
の
器
］
○
二
と
ふ
つ
う
呼
ば
れ
て

い
る
。
両
大
学
に
お
け
る
佛
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
試
み

は
、
実
は
こ
の
期
間
の
学
生
の
創
造
的
な
学
習
の
企
画
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
外
部
か
ら
、
殊
に
外
国
か
ら
講
師
を
招
く
こ

と
は
学
生
の
能
力
の
埒
外
に
あ
る
の
で
、
こ
う
い
う
試
み
に
積
極
的
な
理

解
が
あ
り
、
且
つ
そ
れ
に
必
要
な
資
金
を
獲
得
す
る
外
交
手
腕
と
能
力
と

を
兼
ね
備
え
た
教
授
に
恵
ま
れ
た
学
生
た
ち
で
な
け
れ
ば
、
到
底
こ
の
様

な
体
験
を
も
ち
え
な
い
こ
と
で
あ
る
購
Ｚ
こ
の
企
画
は
オ
ー
ベ
リ
ン
大
学

で
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
一
つ
を
三
⑦
ｇ
国
威
ｏ
邑
弓
○
鳥
普
呂

（
参
加
人
員
三
十
名
位
）
と
称
し
、
他
方
を
詞
且
号
騎
目
色
目
Ｑ
員
‐

畠
騨
昌
ご
『
静
目
邑
胃
（
参
加
者
十
五
名
程
）
と
呼
ん
で
い
た
。
一
方
ケ
ー

ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
リ
ザ
ー
ヴ
大
学
で
は
五
十
名
程
の
単
一
グ
ル
ー
プ

が
、
園
且
目
員
冒
①
昌
冨
戴
○
邑
弓
○
鳥
呂
名
に
参
加
す
る
と
い
う
形
を

と
っ
た
。
こ
の
種
の
試
み
は
、
後
者
に
お
い
て
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
前
者
で
は
二
回
目
に
当
り
、
昨
年
度
は
一
月
の
同
時
期
に
、

此
度
と
同
じ
よ
う
に
タ
イ
国
の
比
丘
Ｑ
国
。
園
言
ロ
の
○
匡
昌
ご
四
目
国
‐

目
白
農
皀
（
三
三
師
（
ロ
ン
ド
ン
の
タ
イ
僧
伽
の
寺
院
駐
在
）
を
迎
え
、
又
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大
乗
佛
教
か
ら
は
花
園
大
学
講
師
・
西
村
恵
信
氏
が
禅
の
立
場
か
ら
メ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
を
さ
れ
た
と
い
う
。
筆
者
は
此
度
は
昨
年
西
村
氏

の
果
さ
れ
た
お
役
目
を
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
果
す
よ
う
要
請
さ
れ
た
が
、

当
初
か
ら
坐
禅
の
指
導
は
自
分
の
任
で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
立
場
か
ら
、

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
習
し
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
何
か
お
役
に

立
て
ば
幸
甚
と
い
う
気
持
で
発
言
し
ま
し
ょ
う
と
自
己
の
立
場
を
表
明
し

て
お
い
た
。

教
師
の
立
場
か
ら
こ
の
企
画
を
推
進
し
た
の
は
、
オ
ー
。
へ
リ
ン
大
学
に

お
い
て
は
、
宗
教
学
助
教
授
の
ロ
○
口
四
匡
嗣
、
芝
。
胃
日
氏
、
ケ
ー
ス
・

ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
リ
ザ
ー
ヴ
大
学
で
は
同
じ
く
宗
教
学
助
教
授
の
己
ゆ
く
巨

冒
筐
員
氏
で
あ
っ
た
が
、
ス
ゥ
ェ
ァ
ラ
ー
氏
は
、
昨
年
度
の
体
験
上
、

言
わ
ば
両
大
学
の
総
指
揮
官
格
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
企
画

に
た
い
す
る
全
面
的
な
没
頭
ぶ
り
は
、
わ
れ
わ
れ
二
人
の
講
師
の
待
遇
に

関
す
る
配
慮
か
ら
、
公
開
講
演
会
開
催
の
企
画
、
案
内
、
学
生
の
見
学
旅

行
（
諸
寺
院
・
諸
教
会
等
）
か
ら
個
人
的
面
接
迄
、
目
ま
ぐ
る
し
い
程
の

万
般
の
活
動
ぶ
り
か
ら
十
分
看
取
さ
れ
、
そ
れ
こ
そ
不
眠
不
休
の
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
は
側
目
に
も
過
重
と
感
じ
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
激
務
に
よ
く
耐
え
て
学
生
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
応
待
さ

れ
て
い
る
さ
ま
は
、
教
師
と
し
て
あ
る
。
へ
き
姿
の
具
現
と
敬
服
の
他
は
な

か
っ
た
。

オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
滞
在
中
、
公
開
講
演
を
二
度
す
る
よ
う
に
と
の
約
束

が
あ
っ
た
た
め
、
タ
イ
の
ヂ
ャ
ウ
・
ク
ー
ン
師
は
一
月
九
日
と
二
十
一
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
《
《
国
ロ
ロ
・
旨
降
旨
⑦
島
国
註
ｇ
〕
』
｝
と
《
《
国
口
且
富
め
日
抄
ロ
Ｑ
匙
扁

ｚ
ｏ
君
の
ロ
岸
目
①
、
》
と
題
し
話
さ
れ
、
筆
者
は
一
月
十
四
日
と
二
十
八
日

に
、
そ
れ
ぞ
れ
《
《
弓
昌
の
Ｅ
二
三
国
二
（
三
三
印
冒
》
〕
と
《
《
団
員
三
三
印
昌
Ｐ
一
乱

冨
ｃ
号
目
］
農
）
騨
口
こ
と
題
し
て
話
し
た
。
場
所
は
学
生
寮
の
。
一
つ
で
、
中

国
文
化
・
中
国
語
専
攻
の
学
生
の
ほ
か
、
極
東
問
題
に
関
心
を
も
つ
学
生

が
多
く
住
ん
で
い
る
「
ア
ジ
ア
館
」
巖
旨
国
○
一
品
。
の
シ
・
〈
－
ド
・
ラ
ウ

ン
ジ
留
乞
房
ａ
Ｆ
Ｃ
巨
拐
の
で
毎
回
夕
方
七
時
半
か
ら
、
質
問
の
時
間
も

入
れ
て
十
時
近
く
迄
行
わ
れ
た
。
大
抵
椅
子
は
殆
ん
ど
満
員
で
、
絨
毯
の

上
に
坐
っ
た
り
、
後
に
立
っ
て
聴
い
て
い
る
学
生
も
あ
り
、
佛
教
と
い
う

テ
ー
マ
に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
が
、
専
攻
の
別
を
問
わ
ず
、
か
な
り
多
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
服
装
は
様
全
で
勿
論
制
服
な
ど
は
な
く
、
男
子
学

生
は
長
髪
・
鬚
面
が
多
く
目
に
つ
い
た
。
背
広
に
ネ
ク
タ
イ
姿
は
筆
者
位

な
も
の
で
、
総
体
的
に
楽
な
身
な
り
を
し
て
い
た
。
女
子
学
生
は
、
ジ
ー

ン
ズ
（
ジ
ー
。
〈
ン
）
、
超
ミ
｝
一
、
マ
ク
シ
の
何
れ
か
に
亘
っ
て
い
た
。
質

問
の
内
容
は
、
例
え
ば
大
拙
師
の
本
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
禅
僧
の
あ
り

方
が
今
日
で
も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
か
、
禅
の
老
師
が
身
近
に
い
な

い
場
合
ど
う
し
て
坐
禅
を
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
現
代
の
、
し
か
も
実
際

的
な
も
の
が
多
く
、
次
に
浬
巣
・
業
・
無
我
・
さ
と
り
の
内
容
と
、
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
と
の
異
同
な
ど
が
そ
れ
に
次
い
だ
。
ひ
と
頃
世
間
に
取
上

げ
ら
れ
て
い
た
所
謂
「
禅
ブ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
が
連
想
さ
せ
る
軽
薄
な

も
の
は
か
な
り
後
退
し
、
真
面
目
に
佛
教
に
寄
せ
て
い
る
関
心
と
期
待
の

強
さ
に
は
、
む
し
ろ
驚
か
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

浄
土
教
に
関
し
て
は
、
禅
程
に
知
的
関
心
の
程
は
感
じ
ら
れ
ぬ
な
が
ら

も
、
殊
に
大
拙
師
が
屡
さ
言
及
さ
れ
た
「
ア
ミ
ダ
の
大
慈
悲
」
「
妙
好
人
」

等
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ア
ミ
ダ
と
神
、
浄
土
と
浬
薬
・
天
国
等
の
関
連

に
関
心
を
示
し
た
学
生
は
か
な
り
あ
っ
た
。
殊
に
両
大
学
で
、
ヂ
ャ
ゥ
・
ク
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－
ン
師
の
指
導
さ
れ
た
南
方
佛
教
式
冥
想
法
の
実
践
の
時
間
を
半
分
に
し

て
、
筆
者
に
日
本
式
の
念
佛
の
発
音
の
実
際
を
聴
か
せ
、
且
つ
実
修
さ
せ
て

ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、
丁
寧
に
称
え
る
音
声
か
ら
、
略
式
に
称
え

る
声
迄
を
録
音
し
た
上
、
で
き
る
だ
け
回
数
多
く
全
員
に
称
え
さ
せ
て
ほ

し
い
と
頼
ま
れ
さ
え
し
た
こ
と
は
、
筆
者
に
色
灸
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
念
佛
を
恐
ら
く
イ
ン
ド
の
マ
ン
ト
ラ
と
同
列
に
見
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
り
、
ま
た
本
の
中
に
よ
く
出
て
く
る
、
《
ｚ
四
日
ロ
シ
目
§

団
員
“
巨
：
を
実
際
日
本
人
は
ど
う
発
音
し
て
い
る
か
と
い
う
実
際
的
関
心

の
現
わ
れ
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
み
た
り
し
た
。
と
も
あ
れ
、
現
在
．
へ

Ｉ
．
〈
Ｉ
・
バ
ッ
ク
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
青
年
の
間
に
。
へ
ス
ト
・
セ
ラ
ー

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
カ
プ
ロ
国
昌
君
民
凹
直
①
四
口
氏
の

「
禅
の
三
つ
の
柱
ｌ
教
・
行
・
証
」
目
冒
①
＠
℃
三
目
砂
９
月
ｐ
ｌ
Ｈ
８
‐

ｃ
巨
侭
・
博
四
○
武
○
①
四
目
崗
巳
侭
耳
①
ロ
日
。
具
が
、
禅
は
思
弁
で
な
く
、
一

に
も
二
に
も
坐
禅
す
る
こ
と
に
つ
き
る
、
と
強
調
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

実
践
的
な
佛
教
実
修
へ
の
強
い
薦
め
が
、
機
械
文
明
に
行
き
詰
ま
り
、
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
信
を
見
失
な
っ
た
現
代
の
ア
メ
リ
カ
青
年
に
受
け
容
れ
ら

れ
、
そ
の
余
波
が
、
念
佛
の
探
究
に
迄
及
ん
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
西
へ
西
へ
と
突
き
進
ん
だ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

西
部
が
究
め
つ
く
さ
れ
る
や
、
物
質
的
に
は
機
械
文
明
へ
と
向
い
、
又
、

精
神
的
に
は
禅
を
中
心
と
す
る
東
洋
の
精
神
文
化
・
宗
教
に
向
い
つ
つ
あ

る
の
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
恒
に
新
ら
し
き
も
の
へ
と
勇

猛
果
敢
に
突
き
進
み
、
手
当
り
次
第
探
究
し
て
消
化
し
て
行
こ
う
と
す
る

負
欲
な
ま
で
の
熱
情
は
、
も
は
や
東
洋
的
な
る
も
の
へ
の
甘
い
憧
れ
の
域

を
は
る
か
に
脱
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
熾
烈
な
情
熱
を
あ

ろ
程
度
反
映
し
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ベ
リ
ン
の
街
に
限
ら
ず
、
現
在
ア
メ

リ
カ
の
大
き
な
吾
店
の
東
洋
の
部
の
棚
に
、
イ
ン
ド
教
・
佛
教
・
道
教
等

の
種
を
雑
多
な
書
物
が
所
狭
し
と
並
、
へ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
ハ
ガ
。
ハ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
・
ヨ
ガ
・
禅
・
佛
教
一
般
・
柔
道
。
「
易
経
」
・

Ｌ
Ｓ
Ｄ
等
さ
ま
ざ
ま
の
主
題
に
わ
た
り
、
殊
に
「
易
経
」
は
最
近
、
リ
ヒ

ァ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
冒
昌
屋
巳
乏
一
言
巴
日
か
ら
ジ
ョ
ン
・
ブ
ロ
フ

ェ
ル
ト
吉
自
国
具
①
国
の
訳
迄
、
数
種
の
翻
訳
が
一
度
に
出
揃
っ
て
い

る
程
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
旺
盛
な
、
飽
く
こ
と
な
き
ア
メ
リ
カ

の
青
年
達
の
東
洋
的
な
も
の
へ
の
智
識
欲
、
そ
れ
に
執
勧
な
迄
の
熱
烈
な

実
践
意
欲
を
、
「
禅
ブ
ー
ム
」
の
一
語
で
片
づ
け
る
こ
と
は
、
と
う
に
出

来
な
い
段
階
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
せ
し
め
ら
れ
た
。

オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
に
到
着
し
た
当
初
は
、
異
常
な
低
温
を
記
録
し
、
摂

氏
零
下
二
十
六
度
を
記
録
し
た
程
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ム
・
ハ
ス
は
一
面
雪
に

覆
わ
れ
、
常
時
三
十
セ
ン
チ
程
の
職
雪
が
見
ら
れ
た
が
、
参
加
学
生
の
熱

意
は
、
気
候
に
は
些
か
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
初
め
の
週
の

あ
る
日
の
午
後
、
浄
土
真
宗
の
勤
行
を
、
衣
姿
で
如
法
に
行
っ
て
ほ
し
い

と
要
望
さ
れ
、
持
参
の
略
衣
を
背
広
の
上
に
つ
け
、
輪
袈
裟
を
か
け
て
珠

数
を
も
ち
、
図
書
館
か
ら
ア
ミ
ダ
像
を
借
り
、
学
生
が
に
わ
か
仕
立
て
の

香
炉
・
ロ
ー
ソ
ク
立
て
、
華
等
を
総
が
り
で
用
意
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
、

ど
う
や
ら
責
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
。
参
列
の
学
生
は
極
め
て
真
面
目
で
、

教
職
員
も
何
人
か
教
会
へ
参
詣
す
る
正
装
で
来
ら
れ
て
い
た
の
に
は
敬
服

の
他
な
か
っ
た
。
現
在
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
教

会
で
、
儀
式
の
改
革
が
色
を
問
題
と
な
っ
て
い
る
折
か
ら
、
殊
に
注
目
を

集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
並
行
し

て
行
わ
れ
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
ジ
ア
・
ハ
ウ
ス
地
下
の
体
育
館

で
毎
朝
十
時
半
か
ら
十
二
時
迄
行
わ
れ
た
。
五
分
間
の
休
憩
を
挾
ん
で
三

十
分
ず
つ
二
回
坐
り
、
残
り
の
時
間
は
ヂ
ャ
ウ
・
ク
ー
ン
師
の
坐
禅
の
心

得
に
関
す
る
指
導
と
感
話
に
当
て
ら
れ
た
。
同
師
は
低
い
木
製
の
椅
子
を

用
い
る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
、
一
人
の
学
生
が
毎
日
沢
山
造
る
役
を
当
て
が

わ
れ
て
い
た
。
禅
宗
の
坐
禅
で
は
目
を
す
っ
か
り
つ
ぶ
っ
て
し
ま
わ
ず
に

半
開
き
が
薦
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
座
部
式
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

初
心
者
に
は
両
眼
を
閉
ぢ
る
よ
う
に
と
教
え
る
よ
う
で
あ
る
。
昼
迄
の

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
全
期
間
中
を
通
じ
て
毎
日
根
気
よ
く
続
け
ら
れ

た
。
ヂ
ャ
ゥ
・
ク
ー
ン
師
が
一
週
間
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
市
内
に
あ
る
ケ

ー
ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
リ
ザ
ー
ヴ
大
学
へ
行
か
れ
て
留
守
の
間
は
、
筆

者
が
同
師
の
代
理
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
員
の
希
望
で
、
そ

れ
以
来
坐
る
時
間
を
半
分
に
し
て
、
あ
と
は
三
十
数
回
念
佛
を
称
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
実
用
主
義
一
点
張
り
に
見
え
る
ア
メ
リ
カ
の
学
生
達
が
、

た
と
え
真
似
ご
と
の
域
は
出
な
い
に
せ
よ
、
一
時
間
以
上
も
の
無
為
の
坐

禅
実
修
に
耐
え
ら
れ
る
事
実
は
、
一
体
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
。
し
か

も
全
く
既
成
概
念
の
な
い
彼
等
に
と
っ
て
当
然
と
は
言
え
、
全
く
異
質
の

発
音
で
敢
て
喜
ん
で
称
名
念
佛
に
唱
和
す
る
姿
勢
の
背
後
に
動
い
て
い
る

も
の
は
一
体
何
で
あ
る
の
か
。
単
な
る
物
珍
ら
し
さ
か
ら
来
る
、
興
味
本

位
の
異
国
趣
味
が
全
く
な
い
と
は
言
え
ぬ
が
、
さ
り
と
て
、
そ
れ
だ
け
の

も
の
と
決
め
つ
け
て
了
う
こ
と
の
出
来
ぬ
志
向
の
動
い
て
い
る
こ
と
を
感

じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
二
百
年
そ
こ
そ
こ
の
文
化
的
伝
統
と
は
違

っ
た
、
何
千
年
来
東
洋
人
の
心
情
を
培
っ
て
き
た
精
神
的
遺
産
へ
の
畏
敬

と
信
頼
の
念
も
無
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
個
人
的
に
対
談
し
た
り
、

質
疑
応
答
の
や
り
と
り
の
間
に
感
じ
た
学
生
達
の
真
塾
な
心
情
を
想
起
す

る
と
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
こ
の
事
に
尽
き
る
や
に
思
わ
れ
る
。
学
生
の
間

に
は
、
現
在
Ｌ
Ｓ
Ｄ
や
ハ
シ
ー
シ
ュ
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
）
を
用
い
て
い
る
者

が
か
な
り
多
く
、
こ
れ
ら
を
一
方
に
お
い
て
用
い
つ
つ
、
坐
禅
を
し
て
い

る
学
生
な
ど
か
ら
は
、
真
面
目
な
精
神
的
悩
み
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
も
屡

灸
で
あ
っ
た
。

も
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
佛
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
は
ス
ウ
ェ
ァ
ラ
ー
助
教
授
の
ほ
か
オ
ー
ベ
リ
ン
大
学
の
宗
教

学
科
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
⑦
Ｈ
ｏ
ぐ
①
Ｈ
凶
ロ
ロ
助
教
授
（
教
会
史
専
攻
）

と
、
オ
ー
ベ
リ
ン
地
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
で
あ
る
の
①
○
侭
①
段
目
○
口
の

神
父
も
参
加
さ
れ
、
学
生
の
討
議
に
加
わ
ら
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

毎
週
三
度
程
定
期
的
に
午
後
ア
ジ
ア
・
ハ
ウ
ス
の
シ
・
ハ
ー
ド
・
ラ
ゥ
ン
ジ

（
ラ
ウ
ン
ジ
は
英
国
の
大
学
で
調
う
９
日
目
○
ご
罰
。
○
日
）
に
集
ま
り
、

討
議
の
外
に
映
画
や
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
り
、
時
に
は
週
末
な
ど
に
、
諸
宗

教
の
寺
院
・
教
会
（
例
え
ば
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
に
あ
る
本
派
の
浄
土
真
宗

寺
院
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
尼
僧
院
・
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
教
会
な
ど
）
に

見
学
旅
行
に
出
か
け
た
り
な
ど
し
た
。
書
物
の
上
で
の
他
に
、
佛
教
徒
と

称
す
る
も
の
に
、
こ
れ
迄
出
逢
っ
た
こ
と
す
ら
な
い
学
生
た
ち
が
大
部
分

な
の
で
、
大
抵
は
、
神
と
佛
、
イ
エ
ス
と
釈
迦
、
佛
と
は
、
菩
薩
と
は
、

さ
と
り
と
は
、
と
い
う
基
本
的
な
話
題
に
集
中
し
、
そ
れ
が
現
代
の
問
題

に
及
ぶ
こ
と
屡
々
で
あ
っ
た
。

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
リ
ザ
ー
ヴ
大
学
は
、

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
市
内
に
あ
り
、
エ
リ
ー
湖
に
程
近
く
、
湖
上
か
ら
吹
き

106



つ
け
る
寒
風
を
ま
と
も
に
受
け
る
の
で
か
な
り
寒
気
は
厳
し
く
、
摂
氏
零

下
七
、
八
度
が
恒
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
坐
禅
の
場
所
は
、
女
子
屋
内
体

育
館
国
畠
目
国
昌
が
使
わ
れ
、
毎
日
午
後
三
時
か
ら
四
時
半
迄
五
十

名
内
外
の
参
加
者
を
得
て
行
わ
れ
、
五
分
の
休
憩
時
間
を
挾
ん
で
、
三
十

分
ず
つ
二
回
坐
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヂ
ャ
ウ
・
ク
ー
ン

師
の
後
を
承
け
て
赴
い
た
筆
者
が
到
着
す
る
や
、
後
半
は
専
ら
称
名
念
佛

に
切
り
替
え
て
、
し
か
も
な
る
べ
く
数
多
く
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
注
文

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
一
人
の
係
り
の
学
生
が
、
坐
禅
と
念
佛
の
間
、
常

に
ガ
ネ
ー
シ
ュ
○
四
口
の
蜂
〕
の
形
を
し
た
香
炉
に
イ
ン
ド
の
香
を
焚
い
て

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
又
、
始
ま
り
に
は
合
掌
し
て
パ
ー
リ
語
の

三
帰
依
文
も
唱
和
し
た
。
オ
ー
ベ
リ
ン
で
は
参
加
者
が
学
生
の
み
で
、
し

か
も
多
数
の
申
込
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
者
の
み
で
あ
っ
た
に
対
し
、
こ

こ
で
の
特
色
は
、
学
外
か
ら
の
参
加
を
も
認
め
、
又
他
学
部
（
宗
教
学
以

外
）
の
教
授
や
学
外
の
人
び
と
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
、

学
生
参
加
者
の
大
半
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
附
近
出
身
者
の
、
し
か
も
ユ
ダ

ヤ
教
徒
の
家
庭
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
て
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
係
は
、
佛
教
と
バ
ラ

モ
ン
教
の
関
係
に
似
て
、
前
者
が
後
者
へ
の
プ
ロ
テ
ス
ト
の
所
産
で
あ
る

と
い
う
点
に
発
生
的
な
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
が
、
現
在
に
お
い
て
も
尚
、

両
者
は
互
い
に
独
自
性
三
①
］
畠
ｑ
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
点
迄
も
そ
っ

く
り
で
あ
る
・
キ
リ
ス
ト
教
国
と
称
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
も
、
「
一
ダ
ャ
教
は

無
視
出
来
ぬ
宗
教
人
口
を
擁
し
、
現
在
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
の
間
に
存
在
す
る
感
情
に
は
微
妙
な
も
の
が
あ
る
。
休
日
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
に
と
っ
て
は
日
曜
、
「
一
ダ
ャ
教
徒
に
と
っ
て
は
土
曜
と
い
う
風
に
、

慣
習
一
つ
に
し
て
も
喰
い
違
う
面
を
充
分
に
も
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
ユ

ダ
ヤ
教
内
部
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
人
達
と
、
革
新
的
な
人
達
と
の
間
に

か
な
り
の
懸
隔
が
あ
り
、
殊
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
家
庭
に
育
ち
な
が
ら
旧
い

型
の
伝
統
的
な
行
き
方
に
反
擢
を
感
じ
て
い
る
若
い
世
代
は
、
キ
リ
ス
ト

教
に
走
る
訳
に
も
行
か
ず
、
自
然
に
比
較
的
「
宗
教
」
臭
の
な
い
佛
教
に

心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
彼
等
は
実

際
熱
心
に
神
な
き
佛
教
の
宗
教
性
を
追
求
し
て
や
ま
な
い
。
こ
こ
で
の
指

導
者
・
ミ
ラ
ー
助
教
授
は
ハ
ー
バ
ー
ド
出
身
で
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
講
義

を
聰
く
縁
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
お
ら
れ
た
が
、
こ
の
催
し
が

終
り
次
第
、
自
動
車
で
学
生
数
名
を
連
れ
て
、
ロ
チ
〒
一
ス
タ
ー
に
あ
る
カ

プ
ロ
師
の
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、
二
・
三
日
坐
禅
し

て
く
る
つ
も
り
だ
と
話
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
僅
か
一
週
間
の
滞
在
で
あ

る
た
め
、
筆
者
を
な
る
§
へ
く
学
生
に
。
〈
－
ソ
ナ
ル
に
接
触
せ
し
め
る
た
め
、

昼
食
・
夕
食
に
は
希
望
者
順
に
招
待
者
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
毎
日
違
っ

た
所
で
、
違
っ
た
顔
ぶ
れ
の
人
達
と
親
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

学
生
寮
・
下
宿
・
ア
パ
ー
ト
等
さ
ま
ざ
ま
で
隣
．
近
所
の
学
生
達
迄
押
し

か
け
て
話
し
こ
ん
で
行
く
時
も
屡
愛
あ
り
、
談
話
の
種
は
尽
き
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
最
近
で
は
部
屋
を
、
マ
ン
ダ
ラ
を
始
め
、
佛
像
、
佛
画
、
香

炉
、
ロ
ー
ソ
ク
立
て
、
浮
世
絵
の
版
画
、
日
本
や
南
方
佛
教
国
の
写
真
で

飾
る
東
洋
憧
慢
者
が
多
く
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
美
術
・
骨
董
が
ア
メ
リ

カ
各
地
に
東
洋
か
ら
流
出
・
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
程
で
あ

っ
た
。
佛
教
寺
院
の
読
経
を
録
音
し
た
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
者
も
い

た
。
殊
に
何
人
か
の
学
生
が
カ
プ
ロ
師
の
本
な
ど
に
触
れ
て
、
将
来
日
本

に
行
っ
て
禅
寺
で
坐
禅
を
実
修
し
て
み
た
い
と
い
う
真
面
目
な
志
願
を
懐
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い
て
お
り
、
そ
の
為
日
本
語
の
勉
強
を
開
始
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
学
生
に
対
し
て
は
、
余
り
バ
ラ
色
の
夢
を
描
か
ぬ
様
に
と
警
告

し
つ
つ
も
、
学
生
達
を
こ
れ
程
ま
で
に
駆
り
立
て
て
い
る
も
の
は
一
体
何

な
の
か
を
思
い
巡
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

屡
を
念
頭
を
去
来
し
た
思
い
は
、
佛
教
の
伝
わ
っ
て
き
た
歴
史
的
経
過
、

及
び
佛
教
伝
来
当
初
の
日
本
で
あ
っ
た
。
佛
教
の
伝
わ
り
方
は
、
要
す
る

に
「
求
め
ら
れ
て
伝
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ア
シ
ョ
ー

ヵ
王
が
宣
教
師
を
各
地
に
派
遣
し
た
と
い
う
先
例
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
佛

教
は
こ
れ
迄
決
し
て
、
植
民
主
義
と
手
を
結
ん
で
宣
教
師
を
海
外
に
派
遣

し
、
地
元
の
信
仰
を
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
、
自
分
の
持
っ
て
行
っ
た
信
仰
と

入
れ
替
え
る
と
い
う
方
法
に
訴
え
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド

か
ら
中
国
に
佛
教
が
伝
わ
っ
た
の
も
、
中
国
の
青
年
が
イ
ン
ド
に
赴
い
て

学
び
、
自
国
に
持
ち
帰
っ
て
拡
め
た
と
言
え
る
。
法
顕
・
義
浄
・
玄
英
等

は
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
。
佛
教
が
大
陸
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
時
も
、

そ
の
移
植
に
最
も
大
な
る
役
割
を
果
し
た
の
は
、
造
陪
使
・
遣
唐
使
一
行

に
加
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
単
独
で
赴
き
、
佛
教
を
彼
の
地
で
体
得
し
、

日
本
へ
紹
介
し
た
青
年
僧
達
で
あ
っ
た
。
今
や
佛
教
は
、
ア
メ
リ
カ
の
青

年
達
に
よ
っ
て
熱
心
に
求
め
ら
れ
、
白
人
の
間
へ
の
布
教
に
余
り
乗
り
気

で
な
い
佛
教
諸
宗
の
大
部
分
の
開
教
使
達
の
怠
慢
を
尻
目
に
、
日
本
本
土

に
迄
そ
の
求
め
る
手
は
及
ん
で
き
て
い
る
、
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
佛
教

は
本
来
自
律
的
な
求
道
的
な
教
え
で
あ
り
、
施
設
や
制
度
が
先
行
す
る
の

で
な
く
、
生
ま
生
ま
し
い
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
求
道
者
の
側
の
菩
提
心
が
、

常
に
そ
の
伝
播
の
主
動
力
と
し
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
宣
教
の
怠
惰
は
、

良
い
意
味
で
解
釈
す
れ
ば
、
因
縁
の
熟
す
る
の
を
永
い
眼
で
待
ち
、
求
め

る
側
の
自
律
的
な
意
志
を
飽
く
迄
尊
重
す
る
と
い
う
態
度
の
現
わ
れ
で
あ

る
と
見
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
た
だ
佛
教
国
を
自
任
す
る
日
本
に
、
時
機

円
熟
し
て
渇
望
し
て
い
る
国
の
人
達
の
要
請
に
応
え
る
も
の
が
あ
る
か
な

い
か
が
問
題
で
あ
る
と
、
切
に
思
わ
し
め
ら
れ
る
。

飛
鳥
朝
の
頃
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
佛
像
・
経
巻
・
佛
具
に
素
朴

な
関
心
を
寄
せ
た
人
達
は
、
そ
れ
ら
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
が
一
体
何
で

あ
る
の
か
一
番
知
り
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
〕
殊
に
好
奇
心
に
溢
れ
た
青

年
達
は
、
そ
の
由
来
が
だ
ん
だ
ん
知
ら
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
で
き
れ
ば

機
会
を
掴
ん
で
、
朝
鮮
や
、
中
国
、
更
に
は
イ
ン
ド
に
迄
赴
い
て
自
ら
確

か
め
た
い
と
願
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
は
、
佛
教
に
関

す
る
限
り
、
飛
鳥
朝
の
日
本
を
髻
鬚
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
マ
ン
ダ
ラ

や
佛
像
を
以
て
自
分
の
部
屋
を
飾
る
ア
メ
リ
カ
の
青
年
男
女
を
見
て
、
こ

れ
を
表
面
上
か
ら
の
み
挑
め
て
、
徒
ら
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
異
国
趣
味
と

一
笑
に
附
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
そ
れ
だ
け
の
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
秀
れ
た
芸
術
作
品
に
限
ら
ず
、
素
朴
な
美
術
品
に
は
、
理

窟
を
超
え
て
人
間
の
感
性
に
直
か
に
訴
え
る
何
物
か
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
言
語
の
障
碍
も
な
け
れ
ば
、
理
論
の
棚
齢
な
ど
の
問
題
も
な
く
、

そ
れ
が
美
し
け
れ
ば
文
句
な
し
に
見
る
者
を
魅
了
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
由
っ
て
来
る
背
景
を
知
り
た
く
な
る
の
は
、
人
情
の
自
然
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
数
の
東
洋
の
美
術
・
骨
董
品
こ
そ
は
、
実
は
無

言
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
た
び
佛
像
等
の

不
思
議
な
魅
力
の
虜
と
な
っ
た
者
は
、
外
国
か
ら
押
し
か
け
て
き
た
宣
教

師
の
強
制
に
依
ら
ず
と
も
、
自
ら
進
ん
で
、
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

現
在
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
間
で
、
密
教
へ
の
関
心
が
、
禅
に
劣
ら
ず
高
い
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所
以
が
あ
る
。
エ
ヴ
ァ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ン
ッ
ワ
『
四
国
切
言
①
邑
厨
の
諸
著
作

（
国
富
言
ご
尊
号
呉
三
、
厚
員
〕
国
胃
ミ
蓉
配
。
号
旦
暮
恥
⑦
馬
ミ

い
ざ
ミ
ミ
ご
こ
》
国
貫
》
鉤
？
、
ミ
恩
電
』
扇
冒
竜
骨
倉
な
ど
）
や
ラ
マ
・
ア
ナ
ガ

リ
ヵ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
弓
餌
日
脚
Ｐ
冒
鴨
昌
畠
⑦
。
舗
旨
〔
言
の
ぎ
ミ
ミ
ミ
ざ
こ
玲

呉
碁
、
目
貫
己
こ
辱
昌
３
言
な
ど
が
、
。
ヘ
ー
パ
ー
．
、
ハ
ヅ
ク
で
学
生
の

間
に
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
左
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ

の
よ
う
に
形
か
ら
心
へ
の
順
序
は
人
間
性
に
内
在
す
る
鉄
則
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
米
国
佛
教
が
先
づ
密
教
へ
の
関
心
、
そ
し
て
禅

の
実
修
へ
の
関
心
に
向
け
ら
れ
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
当
然
で
あ
る
。
一

方
浄
土
教
が
真
の
意
味
で
迎
え
入
れ
ら
れ
る
に
は
、
か
な
り
の
歳
月
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
。
国
民
の
大
部
分
が
現
在
以
上
の
深
刻
な
危
機
感
に
見

舞
わ
れ
る
よ
う
な
契
機
や
、
真
に
差
し
迫
っ
た
末
世
的
症
状
が
深
化
す
る

よ
う
な
時
期
を
幾
つ
か
経
過
し
た
後
に
、
始
め
て
浄
土
の
機
縁
が
円
熟
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
迄
は
、
浄
土
教
の
教
義
に
対
す
る
関
心
の
度

合
や
、
称
名
念
佛
の
実
修
に
対
す
る
求
め
方
は
、
表
面
的
、
呪
術
性
か
ら

脱
脚
で
き
ぬ
マ
ン
ト
ラ
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
恰

度
、
禅
の
世
界
に
お
け
る
鈴
木
大
拙
博
士
の
紹
介
期
を
経
過
し
て
、
カ
プ

ロ
氏
の
よ
う
な
米
国
人
に
よ
る
禅
の
唱
道
者
が
ポ
ッ
ポ
ッ
出
始
め
た
の
が

現
況
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
米
国
に
お
け
る
浄
土
教
は
、
米
国
人
の
一

遍
・
法
然
・
親
驚
が
輩
出
し
た
後
に
、
漸
く
本
格
的
な
も
の
に
移
行
す
る

の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

一
一

現
在
イ
ギ
リ
ス
の
最
も
著
名
な
佛
教
学
者
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ン
ゼ

同
色
雪
煙
ａ
９
国
国
①
博
士
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
九
六
一
年
の
正
月
、

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
於
て
行
わ
れ
た
佛
教
セ
ミ
ナ
ー
の
時
以
来
お
会
い
す

る
機
会
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
、
問
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
お
住
居
は

ロ
ン
ド
ン
西
方
五
十
↓
、
イ
ル
に
あ
る
ド
ー
セ
ッ
ト
シ
ャ
－
口
。
易
①
威
目
月

の
シ
ャ
ー
ポ
ー
ン
辺
〕
①
号
○
目
目
の
に
あ
る
が
、
目
下
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に

数
ヶ
月
の
予
定
で
講
義
の
た
め
出
張
中
と
の
事
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の

マ
ー
コ
・
パ
リ
ス
冨
胃
８
も
凹
冒
⑱
氏
は
筆
者
の
訪
英
を
知
り
、
ロ
ン
ド

ン
滞
在
中
二
度
招
い
て
下
さ
っ
た
。
最
初
の
訪
門
の
際
、
ロ
ン
ド
ン
佛
教

会
長
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
○
胃
］
昇
昌
儲
出
口
日
啓
司
目
の
氏

と
、
ケ
ム
ブ
リ
ヂ
大
学
で
日
本
語
の
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
カ
ー
メ

ン
・
ブ
ラ
ッ
カ
ー
ｇ
Ｈ
目
①
口
國
騨
烏
の
Ｈ
博
士
が
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
来
て

下
さ
っ
た
。
三
人
と
も
鈴
木
大
拙
全
集
の
英
文
篇
刊
行
の
こ
と
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
と
訊
ね
ら
れ
、
ま
た
イ
ー
ス
タ
ー
ン
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
目
〕
①

同
色
算
命
日
蜀
巨
〔
匡
冨
算
の
今
後
の
こ
と
に
も
深
い
関
心
を
示
さ
れ
た
。
ロ

ン
ド
ン
を
発
つ
直
前
、
ケ
ム
ブ
リ
ヂ
大
学
佛
教
会
主
催
で
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ

氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
運
転
の
車
に
乗
せ
て
頂
き
、
夫

人
も
同
乗
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
北
方
の
ケ
ム
ブ
リ
ヂ
迄
一
時
間
半
の
ド
ラ

イ
ヴ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
車
中
で
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
夫
妻
と
ゆ
っ
く
り

談
話
す
る
好
機
を
得
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
現
在
イ
ギ
リ
ス
佛
教
界

は
宗
派
乱
立
時
代
と
で
も
称
す
、
へ
き
時
期
を
経
過
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
英
人
に
よ
る
佛
教
会
は
、
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
の
主
宰
す
る
冒
旦
。
自

切
巨
邑
巨
黒
ｇ
ｇ
の
ど
の
ほ
か
に
、
英
人
サ
ン
ガ
ラ
ク
シ
タ
氏
主
宰
の

国
〕
嘩
国
尉
邑
“
昌
昏
の
君
①
切
房
目
］
嗣
昌
三
宮
昇
○
昌
閂
、
そ
れ
に
英
人

ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
ス
チ
ン
志
鼻
音
〕
黒
旨
氏
を
中
心
と
す
る
、
己
〕
①
君
⑦
‐
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算
の
目
配
巨
＆
言
鼻
○
ａ
の
］
．
が
あ
り
、
そ
の
他
タ
イ
、
セ
イ
ロ
ン
、
チ
ベ

ッ
ト
系
等
七
つ
か
八
つ
の
佛
教
会
が
あ
る
。
悲
し
む
．
へ
き
こ
と
に
は
、
殊

に
英
人
系
の
佛
教
会
間
の
対
立
は
か
な
り
深
刻
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ケ

ム
ブ
リ
ヂ
の
ク
エ
ー
カ
ー
の
建
物
で
夜
の
八
時
半
頃
か
ら
十
時
頃
に
か
け

て
行
わ
れ
た
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
の
講
演
会
は
仲
々
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
大
学
の
種
灸
の
学
生
会
は
一
般
市
民
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
の

が
特
色
で
あ
る
が
、
こ
の
夜
も
か
な
り
一
般
の
人
達
の
聴
講
が
目
立
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
英
国
佛
教
に
つ
い
て
、
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
が
、
英
国
佛
教
は

ど
こ
の
国
の
佛
教
の
模
倣
で
あ
っ
て
も
な
ら
ず
、
英
国
独
自
の
佛
教
を
創

造
す
。
へ
き
旨
強
調
す
る
と
、
終
り
の
質
疑
応
答
の
時
、
特
に
若
い
学
生
か

ら
猛
然
た
る
反
擢
を
受
け
、
ハ
ン
フ
レ
ー
ズ
氏
の
所
説
は
甘
い
理
想
論
に

す
ぎ
ぬ
と
主
張
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
彼
等
は
、
英
国
は
未
だ
佛
教
に
関

す
る
限
り
歴
史
が
浅
い
の
で
あ
る
か
ら
、
上
座
部
佛
教
で
あ
れ
、
禅
で
あ

れ
、
何
千
年
来
の
歴
史
の
批
判
に
耐
え
て
き
た
何
れ
か
の
宗
派
に
信
を
寄

せ
、
そ
れ
に
専
心
打
ち
込
ん
で
行
く
こ
と
が
最
も
必
要
な
こ
と
で
、
英
国

佛
教
は
軽
薄
な
理
想
論
に
よ
っ
て
「
作
る
」
も
の
で
な
く
、
懸
命
な
修
行

に
は
げ
ん
で
い
る
各
人
の
行
い
に
よ
っ
て
自
ら
「
作
ら
れ
る
」
も
の
で
あ

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
六
十
九
歳
に
な
ら
れ
る
英
国
佛

教
会
創
始
者
に
対
し
て
敢
然
と
所
信
を
主
張
し
、
一
歩
も
讓
ら
ぬ
現
代
の

ケ
ム
ブ
リ
ヂ
大
学
の
学
生
達
の
姿
に
頼
母
し
さ
を
感
じ
た
。
因
み
に
、
現

在
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
よ
り
も
ケ
ム
ブ
リ
ヂ
の
方
が
佛
教
会
は
繁
栄
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
は
カ
ー
メ
ン
・
ブ
ラ
ッ
カ
ー
博
士
ら
の
熱
意
に
も
よ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
夜
の
講
演
会
に
お
い
て
一
昔
前
の
状
況
と
思
い
合

せ
、
英
国
佛
教
会
も
新
し
い
世
代
に
何
時
の
間
に
か
中
心
が
移
っ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
尚
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
所
で
佛
教
を
講
じ
て
お
ら
れ
る
稲
垣
久

雄
氏
の
お
住
居
を
二
度
訪
れ
、
現
況
に
関
し
色
盈
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
佛
教
の
教
義
に
関
す
る
一
」
れ
は
と
い
う
適
当
な
英
文
テ
キ
ス
ト
が
見

当
ら
ず
、
創
造
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
御
苦
労
の
程
を
語
ら
れ
た
。
又
、

浄
土
教
を
西
欧
に
紹
介
す
る
際
、
『
大
経
」
’
一
小
経
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
観

経
』
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
注
目
す
．
へ
き
見
解
を
伺
っ
た
。

ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
で
、
元
大
谷
大
学
の
聴
講
生
ビ
ョ
ル
ン
・
ヴ
ェ
ス
タ

ー
切
さ
旨
］
プ
『
①
鼻
①
Ｈ
氏
及
び
そ
の
師
匠
で
あ
る
ア
ミ
タ
・
’
一
サ
ッ
タ

ン
目
菌
冨
、
鼻
曾
尼
に
再
会
し
た
時
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
最
近
佛
教

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
同
尼
は
週
一
度
ず
つ
、
ウ
プ
サ
ラ

大
学
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
民
俗
学
博
物
館
で
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
指

導
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
由
。
後
者
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
学
生
が
中

心
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
、

そ
こ
の
佛
教
会
長
Ｆ
ｏ
ｏ
目
匡
曾
博
士
か
ら
氏
の
主
宰
す
る
目
胃
再
冨
‐

且
印
具
国
口
量
冒
の
日
の
現
況
を
伺
い
、
こ
こ
で
は
坐
禅
よ
り
は
佛
教
に

関
す
る
知
的
会
話
、
佛
教
と
精
神
分
析
等
の
諸
科
学
と
の
関
連
な
ど
に
関

心
が
深
い
由
。
フ
ィ
ソ
ラ
ン
ド
の
西
方
に
あ
る
古
都
ト
ゥ
ル
ク
ウ
目
周
冒

に
あ
る
ト
ゥ
ル
ク
ウ
大
学
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
か
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の

何
れ
か
の
講
義
さ
れ
る
言
語
に
よ
っ
て
キ
ャ
ム
・
〈
ス
が
分
れ
て
い
る
が
、

前
者
の
宗
教
学
科
主
任
の
ホ
ン
コ
ー
冒
二
凰
国
○
己
８
博
士
の
お
話
で
は
、

最
近
佛
教
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
適
当
な
講
師
や
参
考

言
が
な
い
ま
ま
、
比
較
宗
教
学
の
一
部
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

ぬ
と
の
事
。
後
者
の
宗
教
学
部
主
任
の
ビ
ー
ッ
ァ
イ
ス
国
①
瞬
巳
印
博
士
に
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よ
れ
ば
、
佛
教
は
一
般
教
養
中
の
基
礎
学
科
の
一
章
を
な
す
の
み
で
あ
る

由
。
但
し
博
士
ご
自
身
は
佛
教
に
対
す
る
造
詣
の
深
い
こ
と
が
会
談
か
ら

も
知
ら
れ
、
研
究
室
の
カ
ー
ド
の
鈴
木
大
拙
の
名
前
の
多
い
こ
と
を
特
に

示
さ
れ
、
最
近
学
生
の
間
で
禅
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
言

わ
れ
た
。
総
じ
て
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ァ
の
宗
教
研
究
は
、
佛
教
に
限
ら
ず
、

民
俗
学
的
視
野
か
ら
の
研
究
が
全
盛
で
あ
る
と
の
印
象
を
得
た
こ
と
で
あ

一
Ｃ
Ｏ

し
’
一
ン
グ
ラ
ー
ド
の
｝
一
ル
、
、
、
タ
ー
ジ
ュ
国
①
目
鼻
侭
①
美
術
館
で
は
、

紹
介
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
国
鳥
○
国
。
凰
観
○
国
屋
屋
四
鼻
博
士
に
刺
を
通
じ

た
と
こ
ろ
風
邪
で
休
ま
れ
て
い
る
た
め
、
出
て
来
ら
れ
た
グ
リ
〕
コ
レ
ヴ
ィ

ッ
チ
伊
巳
８
邑
旨
ご
富
農
目
Ｈ
９
侭
っ
罠
①
ぐ
巨
〕
博
土
の
紹
介
で
、
東
洋
部

敦
煙
文
書
主
任
の
プ
チ
ェ
リ
ー
ナ
冒
・
５
．
局
且
（
〕
ぐ
四
局
目
の
冒
層
博
士
が

出
て
来
ら
れ
、
同
博
士
の
案
内
で
、
折
か
ら
整
理
中
で
一
般
公
開
さ
れ
て

い
な
い
東
洋
部
の
案
内
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
昨
年
日
本
で
行
わ
れ

た
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
展
か
ら
返
品
さ
れ
た
荷
の
一
部
は
、
未
だ
ほ
ど
か
れ

ず
に
置
い
て
あ
っ
た
。
コ
ズ
ロ
フ
ズ
○
Ｎ
き
ぐ
が
今
世
紀
初
頭
、
中
央
ア

ジ
ア
の
園
自
国
‐
冒
さ
で
発
掘
し
た
品
壺
の
中
に
、
阿
弥
陀
三
尊
の
来

迎
図
が
あ
り
、
そ
の
三
つ
が
壁
に
掛
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
は
日

本
で
見
た
も
の
、
他
の
二
つ
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
プ
チ
ェ
リ
ー
ナ
博
士

は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
出
品
の
責
任
者
と
し
て
来
日
さ
れ
た
が
、
後
者
の

二
つ
の
中
の
一
つ
の
写
真
を
一
葉
下
さ
っ
た
。
十
二
世
紀
に
描
か
れ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
の
源
信
に
遅
れ
る
こ
と
百
年
余
り
の
時
、

こ
れ
が
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ア
ミ
ダ
来
迎
図
の
発
祥
を
、
す
べ
て
源

信
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
が
無
理
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ら
は
実
証
し
て
い

る
。
頂
戴
し
た
方
の
来
迎
図
の
方
が
、
日
本
へ
来
た
も
の
よ
り
は
、
中
国

の
影
響
が
顕
著
で
か
つ
秀
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
の
東
洋
学
研
究
所
へ
は
、
ソ
聯
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
同
単

身
こ
こ
『
旦
呼
旨
一
〕
。
①
の
美
術
研
究
所
冒
呂
言
苛
三
国
胃
ど
常
勤
務

の
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ド
ヴ
ァ
ご
旨
○
四
昌
○
ぐ
ゅ
ｚ
塵
（
亙
号
」
自
呉
Ｃ
一
う
こ
屋
博

士
、
ム
リ
ア
ン
冒
匡
融
旨
ロ
勇
昌
宅
冒
。
§
］
づ
く
国
騨
博
士
、
イ
ォ
フ
ァ
ン

ｚ
皇
皀
菌
冒
冒
二
博
士
の
三
女
史
に
案
内
さ
れ
て
訪
れ
た
。
す
ぐ
に
リ

ョ
ー
リ
ヒ
記
念
図
書
室
国
〕
①
巨
①
日
○
風
巴
９
三
一
］
ｇ
‐
Ｆ
号
国
。
『
且
酎
旦

⑦
．
ｚ
・
閃
○
の
昌
呂
に
通
さ
れ
、
こ
こ
で
三
十
五
歳
の
中
堅
佛
教
学
者
ボ
ン

ガ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
。
．
宮
．
］
ざ
口
唱
ａ
‐
Ｆ
①
ぐ
、
旨
博
士
に
お
目
に
か
か
っ

た
。
セ
イ
ロ
ン
で
東
大
の
森
祖
道
氏
と
佛
教
遺
跡
の
協
同
踏
査
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
又
、
東
大
の
中
村
元
博
士
と
文
通
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ポ
ン
ガ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
博
士
は
、
現
在
し
｜
フ
グ
ラ
ー
ド
の
ソ
聯
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ジ
ア
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ

ぃ
司
．
○
国
①
ロ
冒
侭
将
来
の
写
本
中
の
「
浬
藥
経
」
の
写
本
の
研
究
を
し

て
お
ら
れ
る
と
い
う
。
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ソ
弓
巨
烏
の
“
冨
口
か
ら
出
た
写

本
の
断
簡
中
に
は
、
『
法
華
経
一
が
五
○
○
葉
、
『
浬
樂
経
」
が
六
葉
、

ダ
ラ
’
一
類
が
十
一
葉
あ
る
と
の
事
。
リ
ョ
ー
リ
ヒ
記
念
図
書
室
で
は
、
主

任
の
ゲ
オ
ル
ゲ
爵
届
冒
己
６
〆
『
。
の
ｏ
侭
①
博
士
、
セ
イ
ロ
ン
佛
教
史
専

攻
の
セ
メ
カ
両
由
．
留
冒
①
富
女
史
、
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
の
令
嬢
ヴ
ィ
レ

ナ
く
旨
邑
四
普
冒
昌
暑
の
ぐ
］
昌
己
己
昏
○
ぐ
抄
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
こ

の
研
究
員
で
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
現
代
イ
ン
ド
史
を
講
じ
て
い
る
ワ

フ
ァ
シ
．
国
．
乏
昌
四
博
士
は
、
生
憎
く
席
を
外
し
て
お
ら
れ
た
。
ヴ
ィ

レ
ー
ナ
さ
ん
は
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
東
洋
学
部
で
中
国
学
を
専
攻
し
、
最
近
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こ
こ
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
父
上
の
専
門
に
刺
戟
さ
れ
て
佛
教

に
関
心
を
も
ち
、
チ
、
、
ヘ
ヅ
ト
語
の
学
修
を
始
め
、
現
在
、
リ
ョ
ー
リ
ヒ
博

士
が
始
め
ら
れ
た
「
蔵
露
英
梵
対
照
辞
典
』
（
七
・
八
巻
の
予
定
）
の
事

業
に
参
加
、
目
下
そ
れ
に
従
事
し
て
お
り
、
現
在
第
二
巻
目
を
準
備
中
と

の
事
。
彼
女
の
父
上
の
五
十
七
歳
に
な
る
ダ
リ
コ
フ
野
口
＆
の
ご
鱒
邑
国
‐
》

言
乱
呂
己
豈
甦
８
ぐ
博
士
は
、
折
か
ら
二
週
間
の
予
定
で
カ
ト
マ
ン
ズ
に

出
張
中
で
留
守
で
あ
っ
た
が
、
三
月
下
旬
十
日
間
香
港
で
行
わ
れ
る
佛
教

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
の
後
一
旦
帰
国
す
る
予
定
と
の
事
で
あ
っ
た
。
ネ
パ
ー

ル
訪
門
は
、
恐
ら
く
今
年
の
六
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
迄
、
外
モ
ン
、
コ
リ

ァ
の
ゥ
ラ
ン
・
・
ハ
ー
ト
ル
ｇ
四
四
国
国
四
目
胃
で
開
か
れ
る
佛
教
徒
会
議

の
下
相
談
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
の
事
。
こ
れ
迄
ソ
聯
に
お
け
る
佛
教
研
究

の
拠
点
は
、
し
’
一
ン
グ
ラ
ー
ド
か
モ
ス
ク
ワ
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
ソ
聯

領
内
で
佛
教
徒
人
口
の
最
も
多
い
シ
零
ヘ
リ
ア
地
区
に
近
い
ブ
リ
ア
ト
園
ロ
ー

曼
鼻
共
和
国
の
首
都
ゥ
ラ
ン
・
ウ
デ
ー
目
色
昌
己
烏
に
も
研
究
所
が
創
設

さ
れ
、
佛
教
研
究
を
開
始
し
た
と
い
う
。
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
は
も
と
ラ
マ
僧

に
つ
い
て
学
ん
だ
蒙
古
学
者
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
お
け
る
関
心
は
専
ら

各
国
の
現
代
佛
教
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
デ
ィ
リ
コ
フ
博
士
の

経
歴
は
第
二
次
大
戦
前
は
し
’
一
ン
グ
ラ
ー
ド
の
東
洋
研
究
所
で
中
国
史
関

係
の
助
手
を
勤
め
、
大
戦
中
は
陸
軍
士
官
と
な
り
、
最
近
こ
の
モ
ス
ク
ワ
の

東
洋
学
研
究
所
冒
切
は
冒
罵
旦
○
閂
討
己
冨
品
目
日
①
ｍ
勤
務
に
転
じ
た
ら
し

い
。
セ
メ
カ
女
史
は
非
常
に
多
忙
の
様
子
で
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
で
き

ず
心
残
り
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
な
が
ら
、
日
本
で
よ
く
問
題
に
な
る
ス
チ

ェ
ル
バ
ッ
キ
ー
か
ス
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
か
の
発
音
の
問
題
に
つ
い
て
ヴ

ィ
レ
ー
ナ
嬢
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
両
方
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
で
も
可

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
．
他
に
現
代
ソ
聯
で
佛
教
に
関
連
の
あ
る
研
究
を

し
て
い
る
学
者
の
名
を
ポ
ン
ガ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
ン
博
士
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

博
士
は
次
の
三
名
を
示
さ
れ
た
。
即
ち
、
ス
チ
ェ
ル
バ
ト
ス
コ
イ
の
直
弟

子
の
一
人
で
あ
る
セ
ミ
チ
ョ
フ
国
易
ｓ
自
首
時
ａ
呂
静
日
胃
冒
く
博

士
、
ブ
リ
ア
ー
ト
人
の
ダ
ン
ダ
ロ
ン
國
島
煙
己
包
且
巴
Ｏ
ｐ
Ｏ
ａ
呂
己
Ｐ
ｐ
‐

３
５
口
博
士
、
そ
れ
に
同
じ
く
ブ
リ
ア
ー
ト
人
で
チ
ベ
ッ
ト
美
術
専
攻
の

ゲ
ラ
シ
モ
ヴ
ァ
⑦
①
目
印
目
○
ぐ
ゅ
嵐
、
①
己
四
宮
幽
〆
目
９
づ
ゅ
博
士
で
あ
る
と

の
こ
と
。
現
代
ソ
聯
の
佛
教
研
究
の
概
況
は
、
東
部
領
内
の
ラ
マ
教
徒
の

存
在
や
、
多
教
の
発
掘
資
料
の
存
在
そ
れ
に
世
界
を
風
塵
す
る
佛
教
へ
の

関
心
な
ど
か
ら
無
視
で
き
ぬ
研
究
の
分
野
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
の
性
格
は
多
分
に
、
考
古
学
的
・
文
献
学
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
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